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・当セミナーは、情報提供を目的としており、特定の商品の推奨や売買に関する断定的判断の提供を目的とするものではありません。
・当セミナーにおいて、信用取引、先物・オプション取引や外国為替証拠金取引（FX）を含む当社取扱商品の勧誘を目的とした商品説明やご案内等、および証券口座開設のご案内をさせていただくことがあります。 
・カブドットコム証券のお取扱商品へのご投資の際は、各商品に所定の手数料や諸経費等をご負担いただく場合があります。各商品等は価格の変動、金利の変動、為替の変動等により投資元本を割り込むおそ
れがあり、また商品等によっては投資元本を超える損失（元本超過損）が生じるおそれがあります。
・各商品の手数料等は、商品、銘柄、取引金額、取引チャネル等により異なり多岐にわたるため、具体的な金額または計算方法を記載することができません。手数料等の詳細は、当社ホームページ
（https://kabu.com/cost/）をご覧ください。手数料等には消費税が含まれます。
・自動売買を含むすべての注文は、必ず約定するものではありません。
・当社お取扱商品の手数料等およびリスクの詳細については、契約締結前交付書面、上場有価証券等書面、目論見書、約款・規定集および当社ホームページの「ご投資にかかる手数料等およびリスクについて」
（https://kabu.com/company/info/escapeclause.html）や取引ルール等をよくお読みの上、投資の最終決定はご自身のご判断とご責任でおこなってください。

＜現物株式取引（プチ株®含む）に関するご注意事項＞
・株式は、元本や利益を保証するものではありません。株式は、金利の変動、為替の変動等により価格が変動するため、投資元本を割り込むおそれがあります。
・現物株式の手数料の概要は次のとおりです。＜現物株式＞最大3,690円（お電話での注文は、自動音声応答：100円、オペレーター経由：2,000円が別途加算）
＜プチ株＞約定金額2万円以下：100円、以降約定金額1万円増加まで毎に67円加算（お電話での注文は、オペレーター経由：2,000円が別途加算）

＜信用取引に関するご注意事項＞
・信用取引の対象となる株式（ETF、ETN、REIT等を含む）は、元本や利益を保証するものではありません。株式は、金利の変動、為替の変動等により価格が変動するため、投資元本を割り込むおそれがあります。
・信用取引をおこなうには、売買代金の30％以上かつ30万円以上の保証金の差し入れが必要であり、保証金の最大約3.3倍のお取引が可能です。信用取引は、差し入れた保証金を上回る金額の取引が出来るた
め、損失の額が差し入れた保証金を上回る（元本超過損）おそれがあります。
・信用取引に際して、売買手数料・信用管理費・名義書換料をお支払いいただくほか、買付けの場合は買付代金に対する金利を、売付の場合は売付株式等に対する貸株料及び逆日歩（品貸料）をお支払いいた
だきます。信用取引の手数料等の概要は次のとおりです。＜手数料＞最大1,200円 ＜買方金利＞最大3.6% ＜売方金利＞0% ＜貸株料＞最大3.9%

＜投資信託に関するご注意事項＞
・投資信託は、元本や利益（分配金を含む）を保証するものではありません。組み入れた金融商品の値動き等により基準価額が変動するため、投資元本を割り込むおそれがあります。
・投資信託は銘柄により、販売手数料とは別に信託報酬、解約手数料、その他手数料等を要するものがありますが、銘柄毎に要件・料率等が異なりますので表示できません。手数料等は、当社ホームページの目
論見書および目論見書補完書面等にてご確認ください。

＜指数先物取引・指数オプション取引に関するご注意事項＞
・指数先物取引および指数オプション取引は、元本や利益を保証するものではありません。指数先物取引および指数オプション取引は、対象指数の変動等により価格が変動するため、投資元本を割り込むおそれ
があります。
・指数先物取引および指数オプション取引をおこなうには、「SPAN®証拠金額×当社が定める掛目－ネット・オプション価値の総額」で計算される証拠金の差し入れが必要です。なお、証拠金の額は、金融商品取
引所等の規制及び当社独自の判断で変更されることがあります。このため、取引金額の証拠金額に対する比率は一定でなく、明記することができません。
・指数先物取引では、差し入れた証拠金を上回る金額の取引が出来るため、損失の額が証拠金の額を上回る（元本超過損）おそれがあります。また、指数オプションの売りをおこなった場合、予測に反する方向へ
大きく向かった場合、損失の額が証拠金の額を上回る（元本超過損）おそれがあり、また損失額が限定されていません。
・指数先物取引および指数オプション取引の手数料の概要は以下のとおりです。

指数先物取引、指数オプション取引：(http://kabu.com/item/fop/cost.html)

＜外国為替証拠金取引に関する注意事項＞
・外国為替証拠金取引（シストレFX®、店頭FX、くりっく365）は、元本や利益（スワップポイントを含む）を保証するものではありません。外国為替相場や各国通貨の金利の変動等により、元本を割り込むおそれがあ
ります。
・外国為替証拠金取引は、お客さまが行う取引の金額が、その取引についてお客さまが預託しなければならない証拠金の額に比べて大きい額となっているため、損失の額が証拠金の額を上回る（元本超過損）お
それがあります。
・外国為替証拠金取引の取引手数料は次のとおりです。なお、取引にあたっては提示する売値と買値の間には差額（スプレッド）があります。スプレッドは通貨ペアごとに異なります。＜シストレFX®＞無料 ＜店頭
FX＞無料 ＜くりっく365＞無料 ＜くりっく365ラージ＞片道1枚あたり1,015円（税込）
・外国為替証拠金取引をおこなうにあたって、お客さまが預託しなければならない必要証拠金は次のとおりです。

免責事項



＜シストレFX®＞
個人口座：取引金額の4%以上（レバレッジの上限は約25倍）
法人口座：金融先物取引業協会が算出した通貨ペアごとの為替リスク想定比率を取引金額に乗じて得た額以上（為替想定リスク比率とは、金融商品取引業等に関する内閣府令第117条第27項第1号に規定され
る定量的モデルを用い算出したものです）。この証拠金額は、取引対象である為替の価格変動に応じて変動しますので、レバレッジは一定ではなく明記することができません。

＜店頭FX＞
・個人口座：通貨ペアにより1万通貨あたり25,000円～1,000,000円（当社の定める証拠金コース）または取引金額の4%のいずれか大きい額以上（レバレッジの上限は約25倍）
・法人口座：通貨ペアにより1万通貨あたり25,000円～1,000,000円（当社の定める証拠金コース）または金融先物取引業協会が算出した通貨ペアごとの為替リスク想定比率を取引金額に乗じて得た額のいずれか
大きい金額以上（為替想定リスク比率とは、金融商品取引業等に関する内閣府令第117条第27項第1号に規定される定量的モデルを用い算出したものです）。この証拠金額は、取引対象である為替の価格変動に
応じて変動しますので、レバレッジは一定ではなく明記することができません。

＜くりっく365＞
個人口座：東京金融取引所が定めるレバレッジ25倍上限付HV方式（レバレッジ25倍に相当する金額と、その時々の相場変動を踏まえ、ヒストリカル・ボラティリティ（HV）に基づいて算出した金額のうち、いずれか
大きい方の金額を証拠金基準額とする方式）による証拠金基準額（レバレッジの上限は25倍）。
法人口座（*）：東京金融取引所が定めるHV方式（その時々の相場変動を踏まえ、ヒストリカル・ボラティリティ（HV）に基づいて算出した金額を証拠金基準額とする方式）による証拠金基準額。この証拠金基準額は、
過去の為替の価格変動に応じて変動しますので、レバレッジは一定ではなく明記することができません。
（*）以下に該当する法人口座については、個人口座に対する証拠金規制が適用されております。
・2012年4月20日以前にくりっく365取引口座開設済みの法人口座
・2012年4月21日以降、2017年2月24日までにくりっく365取引口座開設済みだが開設手続き時点で「証拠金規制の解除」の申込（任意）を行わなかった法人口座
・外国為替証拠金取引では、証拠金額が一定の割合を下回ると「ロスカットルール」により強制的に反対売買がなされますが、差入れた証拠金を上回る金額の取引が出来るため、短期的に予測に反する方向へ
大きく向かった場合、証拠金の大部分あるいは証拠金の額を上回る損失が生ずるおそれがあります。

＜取引所株価指数証拠金取引に関するご注意事項＞
・取引所株価指数証拠金取引（株365）は、元本や利益（金利・配当金相当額を含む）を保証するものではありません。取引所株価指数は、対象指数の変動や為替相場の変動等により取得価格に対し変動するた
め、元本を割り込むおそれがあります。
・取引所株価指数証拠金取引のお取引に際し、当社が定める証拠金を差入れる必要があります。証拠金額は、東京金融取引所が発表する証拠金基準額をもとに当社が定める額であり、証拠金額は東京金融取
引所の規制及び当社独自の判断で変更されることがあります。このため、取引金額の証拠金額に対する比率は一定でなくその比率を明記することができません。
・取引所株価指数証拠金取引の手数料は、1枚あたり153円（税込）です。また、対象となる銘柄によっては、売り方は所有期間に応じ、所定の金利を支払う必要があります。
・取引所株価指数証拠金取引は、お客さまが行う取引の金額が、その取引についてお客さまが預託しなければならない証拠金の額に比べて大きい額となっているため、損失の額が証拠金の額を上回る（元本超
過損）おそれがあります。

免責事項



＜NISAに関するご注意事項＞
・NISA口座の開設にはカブドットコム証券の証券口座開設いただく必要があります。
・当社におけるNISA口座の取扱商品は、国内株式（現物株式、プチ株®（プレミアム積立®含む）、上場投資信託（ETF）、不動産投資信託（REIT）、上場投資証券（ETN）などを含む）および公募株式投資信託（プレミ
アム積立®含む）です。これらの商品は、価格の変動等により損失が生じるおそれがあります。
・NISA口座の取引手数料は以下のとおりです。なお、口座開設料（維持手数料）は無料です。
＜国内株式（プチ株®除く）＞　買付手数料：無料、売却手数料：通常の現物株式手数料の取引手数料
＜投資信託（プレミアム積立®含む）＞　各銘柄によって手数料は異なります。各銘柄のページ等にてご確認ください。
＜プチ株®（プレミアム積立®含む）＞　プチ株®およびプレミアム積立®の取引手数料
・NISA口座の取引チャネルは、インターネット（PC）、スマートフォン（スマートフォンアプリ）、お客さまサポートセンター（オペレーター）のみとなっております。なお、プレミアム積立®はお客さまサポートセンター（オペ
レーター）ではお受けできません。また、お客さまサポートセンター（オペレーター）でのお取引は、2,000円(税抜)が別途加算されます（ただし、株式買付時は無料です）。
・NISA口座の非課税投資枠は年間120万円（2014年～2015年は年間100万円）です。NISA口座では一度売却するとその非課税投資枠の再利用はできません、また、利用しなかった非課税投資枠は翌年以降に繰
り越せません。
・年間の投資額が非課税投資枠を超えた場合は、超えた注文すべてが課税対象となります。
・同一年において複数の金融機関等にNISA口座を開設することはできません。同一年内であってもNISA口座を開設する金融機関等を変更することができますが、すでにNISA口座内で買付をしている年分につい
ては、同一年中の金融機関等の変更はできません。また、他の金融機関等にNISA口座内の商品を移管することはできません。
・複数の金融機関等で申し込んだ場合、希望する金融機関等でNISA口座が開設できない可能性や、口座開設が大幅に遅れる可能性があります。
・上場株式等の配当等は、NISA口座を開設する金融機関等経由で受け取らないものは非課税となりません。NISA口座で配当等の非課税メリットを享受するためには、NISA口座を開設する金融機関等経由で交付
する（配当金の受取方法を「株式数比例配分方式」にする）必要があります。
・NISA口座における配当および譲渡所得は非課税となりますが、同様に損失も税務上ないものとみなされます （課税未成年口座を除く）。このため、NISA口座の損失を他の口座の所得と損益通算できません。投
資信託において支払われる分配金のうち元本払戻金（特別分配金）は従来非課税であり、NISA制度のメリットは享受できません。また、投資信託の分配金の再投資分は、その年の非課税投資枠を利用します。
・NISA口座は、カブドットコム証券の証券口座を解約された場合、非居住者となった場合、または口座名義人が死亡した場合は廃止となります。その場合は死亡日または出国日が口座廃止日となります。過去に
NISA口座にて保有の上場株式等に配当金や売却益等が発生していた場合は、遡及して課税されることになります。

・お問い合わせ・ご相談・苦情等 
お客様サポートセンター　フリーコール 0120-390-390
※携帯・PHS・050で始まるIP電話からは 03-6688-8888 （※通話料は有料になります） 

・ 苦情について当社以外の窓口
 特定非営利活動法人証券・金融商品あっせん相談センター
電話：0120-64-5005
・ 掲載情報は2018年2月20日現在のものです。詳細および最新情報は当社ホームページ（ https://kabu.com/）にてご確認ください。

カブドットコム証券株式会社
金融商品取引業登録番号：関東財務局長（金商）第61号
銀行代理業許可番号：関東財務局長（銀代）第8号
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人金融先物取引業協会

免責事項



kabuナビってなに？ 

■ kabuナビ ＝ 高機能なスクリーニングツール 

上場銘柄数は約3000銘柄 
どうやって対象を絞り込んだらいいか分からない・・・ 

スクリーニング ＝ 銘柄の絞込み 

そんな時は 「kabuナビ」 

 利用料は 無料  

 200超の条件設定が可能なスクリーニングツール 

 検索結果はチャート、財務、コンセンサス、ニュース等で比較可能 

 業種別の強弱を可視化する「ヒートマップ機能」 

 MasOSやタブレットでもご利用可能 



kabuナビの起動方法 

・「投資情報サマリー」の 
「kabuナビ」をクリック 

(1)画面右下「投資分析ツール」の「＋」
（プラス）マークをクリック 

(2)下に表示された「kabuナビ」をクリック 

方法【１】 

方法【2】 



①注目のスクリーニング 

②基本条件設定 

③ヒートマップで
結果を表示 

⑤ファンダメンタルズ選択 

⑦検索結果 

⑥騰落率選択 ⑧詳細表示 

かんたんスクリーニング（１） 
いくつかのパターンが
準備されています。 



かんたんスクリーニング（２） 

 Kabuナビ注目検索 

 ボタンクリックでかんたんにスクリーニング 

 とにかく絞り込みを使ってみたい場合はここ！ 

 スクリーニング条件を事前に登録してあり、クリックのみで絞り込み可能。 

 「設定条件を見る」で、スクリーニング条件を確認し、自分流の検索条件を加えてアレン
ジすることも可能。 

 
 

事前に設定されている検索条件は次ページに 

クリックすると、事前に設定された条
件を元にスクリーニングします。 

オレンジ色のセルが選択されている
セルです。 



かんたんスクリーニング（３） 
 
 

 簡単検索 設定されている条件 

（参考） 
割安株 

• PER：0～10倍 PBR：0～1倍 
• ROE：8～100% 
• 売上高変化率前年度：5～100% 
• 自己資本比率：50～100％ 
• 年間最安値からの上昇率：1～50% 

（参考） 
中小型株 

• 時価総額：5,000～2千億円 
• 自己資本比率：0～50％ 
• 売上高：0％～2％ 
• 過去14日間RSI：50～60％ 
• 短期ゴールデンクロス：含む 

（参考） 
成長株 

• PER：20～250倍 
• ROE：10～100％ 
• 経常利益変化率前年度：10～2000％ 
• 売上高変化率：10～5000％ 
• 自己資本比率：50～200％ 
• 株価移動平均線乖離率（25日）：-2～2％ 

（参考） 
利回り重視 

• 配当利回り：3～20％ 
• 時価総額：10,000～6兆円 
• 売上高変化率前年度比：5～200％ 
• 配当利回り予想：3～10％ 

（参考） 
短期投資 

• 時価総額：10,000～6兆円 
• 信用倍率：0～0.25倍 
• 株価移動平均線乖離率（25日）：0～2％ 
• 過去14日間RSI：50～60％ 
• 短期ゴールデンクロス：含む 

（参考） 
価格変動期待 

• 過去14日RSI：50～60％ 
• 短期ゴールデンクロス：含む 
• 株価移動平均線乖離率（5日）：0～1％ 
• 騰落率（1日前）：-1～1％ 

※条件は、2018年2月13日現在のものです。今後不定期に変更されます。 

※ また、「注目検索」のタイトルに該当する銘柄が必ず抽出できるとは限りません。予めご了承ください。 



かんたんスクリーニング（４） 
 
 

①「かんたん」のタブをクリック 

③投資金額、銘柄属性、市場、
規模等を選択 

※未選択でも可 

②注目検索の条件を選択 

④検索結果がヒートマップで表
示されます。 

※値によって色が変わります。 

・緑色で表示されるもの 

 →濃いものほど好条件 

・赤色、青色で表示されるもの 

 →赤色：上昇、青色下落 

 →色が濃いものほど値が大きい 

⑤ファンダメンタル表示、騰落
率表示を選択します。 

実際の画面を見てみましょう 



クリックすると、業種ごとに絞
り込まれた銘柄が右側に表
示されます。 

ファンダメンタル表示、騰落率
表示については、次ページを

ご参照ください。 

検索条件をカスタマイズする
場合は、ここをクリックします。 

かんたんスクリーニング（５） 



ファンダメンタル表示・騰落率表示の条件 
 
 ファンダメンタル 

表示 
説明 

予想PER 
該当する銘柄の予想PERの加重平均値を表示。 
ただし、予想当期純利益がマイナスの場合は計算対象外。 

PBR 
該当する銘柄の実績PBRの加重平均値を表示。 
ただし、当期の1株当たり純資産がマイナスの場合は計算対象外。 

経常利益変化率 該当する銘柄の予想経常利益変化率の単純平均値を表示。 

配当利回り 該当する銘柄の実績配当利回りの単純平均値を表示。 

ROE 該当する銘柄の実績ROEの単純平均値を表示。 

株主資本比率 該当する銘柄の株主資本比率の単純平均値を表示。 

騰落率 
表示 

説明 

前日 該当する銘柄の前日騰落率の単純平均を表示。 

5日前 該当する銘柄の5日前騰落率の単純平均を表示。 

1ヶ月前 該当する銘柄の1ヶ月前騰落率の単純平均を表示。 

3ヶ月前 該当する銘柄の3ヶ月前騰落率の単純平均を表示。 

半年前 該当する銘柄の半年前騰落率の単純平均を表示。 

1年前 該当する銘柄の1年前騰落率の単純平均を表示。 



スクリーニング項目 

項目は大きく分けて３つ 

●基本条件設定 

●詳細条件設定 

●検索条件表示 

実際に動かしてみましょう 



スクリーニングの手順 

実際に動かしてみましょう 

 基本的な手順は・・・ 

①基本条件設定→②詳細条件設定→③検索条件表示→④検索 

① ② 

④ 

③ 

左から右への流れです。 

検索ボタンを押すのを忘れないでね。 



検索された銘柄を見たい場合・・・ 

「詳細結果を見る」のボタン
をクリックしましょう。 



検索された銘柄を見たい場合・・・ 

銘柄名をクリック 

別ウインドウで銘柄の詳細画面が表示
されます。 

→ 発注やチャート閲覧はこちらから 

抽出された銘柄の基本情報やチャー
トが閲覧可能です。 

※仔細は次々ページをご覧ください。 

検索された銘柄コードをCSV出力します。 

※CSV出力された銘柄はkabuステーション
への登録が可能です。 



検索条件をカスタマイズする場合・・・ 

「設定条件を見る」のボタン
をクリックしましょう。 



検索条件をカスタマイズする場合・・・ 

数字の入力も可能 

オレンジ色のスライダーを動か
して検索条件の範囲を変更し
ます。 

検索条件ごとの銘柄数の 

絞り込み状況がわかります。 

緑色のバー → 銘柄の数 

オレンジ色   → 検索の範囲 

条件を追加、削除する
こともできます。 



検索結果を比較する場合・・・ 
クリックすると抽出された銘柄のチャー
トや財務、ニュースなどが比較できる画
面が表示されます。 



今すぐ使える便利機能（1） 

 決算月で絞り込み 

株主優待や配当取り銘柄を
絞り込むのにも使えるよ。 
※3月は銘柄多いので、 

 kabuナビの絞り込み機能が 

 便利です。 

→「詳細検索」 

→「銘柄属性」 

→「決算月」 

で表示。 



今すぐ使える便利機能（２） 

 検索結果をkabuステに取り込み 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

「検索結果出力」をクリック 

適当な文字を入れて「OK」をクリック 

保存の右の▼をクリックし、名前を付け
て保存を選択。 

保存先に「デスクトップ」を指定
して、「保存」をクリック 

Kabuステーションの銘柄登録リストの
シートのタブを右クリックし、インポート
するファイルに上記で保存したファイ
ルを指定し、インストールします。 
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